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■会長挨拶  
 ７月２９日会長挨拶 
おはようございます。 
久しぶりのラジオ体操でいい汗をかきました。 
今日は野球の話をします。 
テレビのドラマにもなりました、池井戸潤の、ルーズ
ヴェルトゲームで、ルーズヴェルトが記者に送った手
紙で、野球の試合で一番面白いのは８対７のスコアと
いう事で、８対７のゲームを、ルーズヴェルトゲームと
いうそうです。先日石川県予選の決勝で、８回まで８対
０で負けていたチームが、９回に９点を入れて逆転して
勝ちました。松井や、サッカーの本田選手のが出てい
る星稜高校です。こういう試合をすると、その後どうい
う人生を歩むのかと、非常に興味があります。２０年後
３０年後球児がどういう人生を歩むのか是非ウォッチし
て頂きたいと思います。 

私の知り合いに甲子園を出ている人がいます。甲子

園に出ていないチームのレギュラーだったＯＢに限っ

ては、ライトを守っていてエラーをしてさよならで負けた

事が話題に出るから飲み会に行かない様にしている

人もいます。我社の社員で、甲子園で優勝したチーム

の選手がいます。決勝戦で戦った相手方チームの中

にはその後プロで活躍した選手がいるほどの強豪だっ

そうです。その社員は、甲子園で優勝したチームのレ

ギュラーだった事を話すと、お客様と一番最初にご挨

拶した時に心をつかむ事が出来ます。と言っていまし

た。今は管理者として成長しています。成功者かなと

思います。 
いずれにしても、甲子園を出た人たちを見てみると、そ
れぞれ誇りやプライドが高く、良く頑張っていて、人生
の成功者が多いと思います。 
それぞれの選手たちのその後に関心を持って、ずっと
ウォッチしていきたいなと思います。 
  
 

■幹事報告 
・７月のＶｉｅｗ広場１４名様から投稿ありました。投稿はメイキャップ
になると同時に、皆様のお考えをお聞かせ頂ける場でもあり、より
良いクラブ活動実現の為、参考にさせていただきます。 
８月のお題は「メイキャップについて」です。 

■委員会報告 
（社会奉仕委員会）募金活動委員会（村井睦彦） 
・先週の富士山環境保全活動の支援金４１，４８８円集まりました。 
・今回は、本日の卓話に関する募金のお願いがあり、社会奉仕委
員会の安間さんより趣旨説明があります。 

■スマイル 
社会奉仕委員会 
松井伸行様、本日はお忙しい中、卓話を頂きましてありがとうござ
いました。 
安間孝明 
本日は、私たちトータルケアセンターのパートナーである松井さんを
お招きくださりありがとうございました。私たちは、被災地を無期限
で支援していきます。今後も被災地を宜しくお願い致します。 
小澤邦比呂 
去る７月２６日（土）に、浜北区東美薗に社会福祉法人みどりの樹
の新しい拠点施設が完成しました。この施設は、障がいのある子供
たちの通う場であり、放課後等デイサービス事業・自立訓練事業
等々を行います。当日はローランド芸術文化振興財団様のご好意
で、デジタルピアノが寄贈され、二胡演奏家のシェンリンさん、ピア
ニストのヒロミさんに素敵な二胡とピアノコンサートを開催して戴き
ました。また、当クラブ青山会員からも子供たちに沢山のお菓子を
寄付して戴きました。誠にありがとうございました。 

熊谷真一 

パワー浜松ロータリークラブからフランスに送りだして頂いていた娘、

綾乃が７月２４日に無事帰国しました。皆様のご支援のおかげです。

ありがとうございました。 
８月１９日の例会で、留学の報告がありますので、また宜しくお願い
申し上げます。 

鷲津有一 

先日は、ハッピーバースデーでプレゼントを頂きありがとうございま

した。昨日５５歳の誕生日を迎える事ができました。夕食は、入野に

あるメゾンナカミチでフランス料理を妻にごちそうになりました。ここ

までですと私が妻から大切にされていると思われるでしょうが、内情

は、日曜日に自宅のエアコンが壊れ、妻が台所仕事を放棄した事

が最大の理由です。 
村井睦彦 
先週の富士山環境保全活動の支援金４１，４８８円集まりました。皆
様のご協力のお陰で一人５００円を達成する事ができました。あり
がとうございました。 
 

 

第５４３回例会 ７月２９日 ＡＭ７：３０～８：３０ オークラアクトシティホテル浜松４Ｆ平安の間 
●司会：鈴木一広 、奥山恵理子 ●点鐘：小林昭次   ●ロータリーソング：我等の生業 
●ゲスト：卓話者 災害支援団体「えにしのざ」 幹事 松井 伸行様 ・米山記念奨学生 暢婉君さん                                    
●議事：社会奉仕委員会、松井 伸行様 卓話「東日本大災害から３年、終らない復興とこれからの支援活動」 
＜出席報告＞本日出席率64名   78.05% 前々回出席率96.59％ 
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■議事  

本日の卓話は、社会奉仕委員会の安間孝明さんから推薦があ

りました、災害被災地支縁団体「えにしのざ」幹事、松井伸

行様より「東日本大震災から３年 終らない復興とこれから

の支援活動」と題して講演頂きます。 

平成２３年３月１１日 東日本大震災発生以来、３年５カ月

経過し、静岡県でも話題になることが減っているのは仕方が

ないことでもあると思います。 

平成２３年５月初旬、縁あって浜松市社会福祉協議会さん主

催の災害ボランティアバス先遣隊に乗車し、初の大船渡市入

りし、その被災状況に衝撃を受け、一気に支援活動に傾倒し、

岩手県沿岸南部気仙地区に特化した支援活動をしはじめまし

た。活動当初は支援物資を積み自費で岩手へ、現地の

facebookでつながった方々（当初１０人程度）と直接会い、

つながりを深める過程で、「自分になにが出来るか？なにを

しなければならないか？考える旅」等を通して、現地で様々

な災害支援活動を企画、コーディネイトをしてきました。 

諸活動の際、気仙地区での「学童クラブの被災状況」を目の

当たりにし、本日はその支援に伴う募金及び今後の皆様のご

協力のお願いに参りました。 

「にこにこ浜っ子学童クラブ」大船渡市赤崎小学校内 

「リトル学童クラブ」    陸前高田市 

いずれも地震に伴う大津波により全壊、学童は全員無事でし

たが同級生や親類が犠牲になった子供も多数おります。 

被災の影響で学童の減少の反面、新たな雇用が生まれ現地で

は、再生を誓うご家庭では学童保育の必要性が増大していま

す。（「にこにこ浜っ子クラブ」指導員：久保田さん（元小

学校教諭）による現地実情報告あり）         

“学童保育を必要としている家庭の子供さんは、すべて受け

入れる”観点から、受入れ数増加に伴う・「スペースの確

保」「指導員の確保」「津波来襲時の対策マニュアル作成」 

本日当会場で募金頂いた浄財、及び講演謝礼は、被災した２

つの学童クラブに５０％ずつ寄付させて頂き、「指導員の待

遇改善、施設の拡充、運営諸費」に充当させて頂きます。 

今後も皆様のあたたかいご支援、ご協力をお願い致します。 

 

 

 

 


